
概要版【総合的な学習の時間】 

課題解決に必要な方法や手順を自ら選択しながら追究できる児童の育成 

－「見通しシート」と「あきらかカード」を活用した活動計画と振り返りを通して－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 前橋特別研修研究員 
前橋市立広瀬小学校 佐藤 潤一 

 

研究のねらい 

実 践 内 容 

【児童の実態】 
〇必要な方法や手順がつかめず活動が滞り、教師から

の指示に頼ることが多い。 

〇課題解決に向けて必要な方法や手順を選択する経験

が少ない。 

【指導上の課題】 
〇体験活動や調べ学習の目的が明確でないまま活動

させてしまっている。 

〇個々の児童の活動計画を把握して個別支援するこ

とが難しい。 

 よし！計画通り出発だ！ 計画していたルートが 
行き止まりだ・・・ 
ルートを変更しよう！ 
変更した所は今後の 
ためにメモしておこう！ 

 

やった！日の出が見える！ 

あれっ？新しい山があるぞ！ 

次はあの山に挑戦だ！ 

第二の追究山へ・・・ 

 

追究山の 
頂上へ行き、 
日の出を 
見たい！ 

課題設定 

自分で計画を立てた頂上への 

登山ルート（活動計画）全体を

記した地図 

歩くときに頂上への道を照らす 

（課題解決への活動や目的を

明確にする）懐中電灯 

本研究を山登りに例えると・・・ 

 
計画より遅れているな… 

急いでこの道を進もう！ 

課題解決 

この調子でお互い頑張ろう！ 

この進み方いいね。 
これからの参考になったよ！ 

【手立て 1】 
全体を見る『見通しシート』 

 
登山ルート全体を 
計画しよう！  

夜の山道も 
これでよく見えるぞ！ 

 

この 2つを
使いながら
頂上を目指
していくぞ！ 

 

いい計画だね！
先生も応援して
いるよ！ 

【手立て 2】 

足元を見る『あきらかカード』 

 私はこの道から出発！ 

第 6 学年 
「広瀬ユニバーサルデザインプロジェクト 
～みんながくらしやすい広瀬をめざして～」 

課題解決に必要な方法や手順を自ら選択しながら追究できる児童を育成するために、「見通しシート」と「あ

きらかカード」を活用した活動計画と振り返りの場面を設定することが有効であることを授業実践を通して明

らかにする。 

 
 

 
計画を見直し
ながら進もう！ 

 
友だちと計画を 
話し合ってみよう！ 

いい登山計画ができたぞ！ この計画なら大丈夫そうね！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【手立て１】見通しシートの活用 

探究課題との出会い 

（全員共通の体験活動） 

〔総合の時間学びコーナー〕 
体験活動の時の写真や、児童の振り返りから 

課題設定のキーワードとなる言葉を掲示 

単元の課題 
の設定 

個別課題 
の設定 

〔学習の技〕 
学習の進め方と、
今まで習得した技
能を児童に想起さ
せ、「学習の技」と
してまとめた。 

自分に合った計画を立てられる 

≪見通しシートを使った話合い≫ 

 

見通しシートから、児童が活動
の計画を適切に立てることがで
きているか把握し、助言すること

ができました。 

見
通
し
シ
ー
ト 

課題を常に意識して 
活動できる 

この計画で 

大丈夫かな？ 

この技を使って 

調べられそう！ 

 

もっとユニバーサル

デザインについて知

りたいな。 

 

情報を集めるのに

時間がかかりそうだ

けど、まとめる時間

もとっておかないと

だね。 

【手立て２】あきらかカードの活用 

①あきらか度 
言葉での振り返りが苦手な児

童も、〇をつけることで自分の

気持ちを表せる。 

 

②振り返り 
その時間の成果や課題、今後

に向けた思いなどを書き、学

習の成果を確かめる。 

 

③次時のめあてと 
学習計画 

次時の授業開始時に確認し、

目的をもって活動に取り組む

ことができる。 

授業終了５分前に毎回①～③を記入する時間を設定 

◇児童が必要と感じる「知識・技能」が一人一人異なった

り、偏りがあったりするので、教師が一人一人の児童に

寄り添いながら、効果的・効率的に指導する手法につ

いて検討する必要がある。 

◇第６学年を対象として行ったが、３学年からの発達段階

に応じた見通しの立て方を検討していく必要がある。 

 

◎「見通しシート」を活用したことにより、児童が自ら選択し

た課題解決の方法や手順を基に、学習活動を進めてい

くことができた。 

◎「あきらかカード」を活用したことにより、児童自身が学

習活動に対する目的意識を明確にしながら課題解決に

向かうことができた。 

 

① ② 

③ 

 
 

教師からのコメント 

助言や称賛の言葉がけ 成 果 課 題 


